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 SCM物流システムが会社の売上・収益を支えている。 

 長年に亘って構築・修正を繰り返し、莫大なCOBOL資産となっている。 

 レガシーの進行によりシステム硬直化とTCOの増加が顕在化している。 
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 ERP＋WMSでは、埋める事ができない量販店固有のSCM機能が存在。 

 SCM物流は、「売上・収益を作る」システム。 

  カスタマイズ無しには、顧客が要求する「効率」を実現できない。 

市販のWMSパッケージに実装されているメニュー 

市販のERPパッケージに実装されているメニュー 

量販店要求仕様への対応や物流効率向上のポイントからカスタマイズやアドオンが必要となる機能 
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 数十年にわたり独自開発を繰り返した レガシーシステム。 

 物流機能と販売管理や売掛・買掛機能が複雑に絡み合い、切り離せない。 

絡み合う機能 

旧ホストOS対応の 
ミドルソフト費用 
がついて廻る 

COBOL技術者の 
高齢化 

ERP利用は、 
結果は会計のみ 

システム硬直化 
生産性悪化 

ブラックボックス 
の拡大 

7 



8 



 「AMI-WebSCM物流パッケージ」は、量販店向け卸/メーカー業の

SCM物流業務機能を、一つのシステムコンポーネント上で過不足なく
実現できる唯一のWebアプリケーションシステムです。 
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レガシー系物流システムの改修や運用保守を担当しているパートナー様 

ERPパッケージ・BIツール提供パートナー様 
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